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研究ノート Note

はじめに
　ウツロ（窕）谷の窯跡は鳥取市浜坂に所在する。こ
の窯跡については窯体構造を解明する目的で鳥取県立
博物館が発掘調査を実施し、その成果は既に報告され
ている（三谷 1982）。
　ここでは、窯の構造や立地、文献資料との関わりに
ついて詳細に報告されている。一方、出土遺物につい
ては整理が行われ、紹介されているものの、伝世品に
ついての解説ほか代表的な遺物が写真で掲載されるに
留まり、これまで検討・報告はなされていない。
　一方、周辺地域では、鳥取市の古市遺跡（鳥取市教
育福祉振興会 1999）、鳥取城籾蔵跡（鳥取市文化財団
2011）などの発掘調査のほか、日下部窯跡（八東町教
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第１表　浜坂焼年表

【はじめに】

　ウツロ ( 窕 ) 谷の窯跡は鳥取市浜坂に所在する。こ

の窯跡については窯体構造を解明する目的で鳥取県立

博物館が発掘調査を実施し、その成果は既に報告され

ている ( 三谷 1982)。

　ここでは、窯の構造や立地、文献資料との関わりに

ついてされたものの、出土遺物については写真で掲載

されているに留まる。

　その後周辺地域では、鳥取市の古市遺跡 ( 鳥取市教

育福祉振興会 1999)、鳥取城籾蔵跡 ( 鳥取市文化財団

2011) などの消費遺跡のほか、日下部窯跡 ( 八東町教

育委員会 2004)、浦富焼 ( 鳥取陶磁器研究会 2012) など、

生産遺跡の調査報告が行われており、消費遺跡では浜

坂焼のほか、因久山焼、吉成焼、浦富焼、牛ノ戸焼、

曳田焼、浦富焼、八上焼 1) をはじめとする在地窯の

製品が確認されてきた。

　そこで浜坂焼・ウツロ谷の窯跡の調査で出土した遺

物、具体的には窯体内のほぼ全点と、それを補完する

物原出土遺物の実測図を作成・掲載 ( 縮尺：製品 :1/4・

窯道具 1/5) し、文献資料も併せ、若干の考察も含め

て報告することにした。

　なお、今回の調査で、ウツロ谷の窯跡は鳥取東部に

存在した ｢ 浜坂焼 ｣ に一致すると確信できたため、以

下浜坂焼の「ウツロ谷窯」として記述する。

浜坂焼前期（北部九州系陶器か）

1823 文政 6 国産座の門番であった亀蔵を壺焼棟梁に命ずる

1825 文政 8 産物方仕方改正により御手懸止め

1826 文政 9 亀蔵罷免。焼物場焼失。網屋孫兵衛が経営するも 1827( 文政十 ) 年に返上。亀蔵三年間拝借

空白期間

浜坂焼中期（出石系磁器・石州系陶器）

1855 安政 2 松屋文五郎の倅、善助が浜坂周辺の「かつなみ」で、白地焼物製造を願い出る

1856 安政 3 御国座。御手懸りとなる

1857 安政 4 因州分の他所仕入れを停止。「但馬出石職人七味屋平八（※　出石焼楊子谷窯の創始者）と申す者、浜坂焼物御手始の節、
御呼寄せ相成居申し候所、此節漸く道付此度差返し候…」

1858 安政 5 伯州分の他所仕入れを停止

1859 安政 6 他所仕入れを再開する。この頃、江州の職人を聘用する

1864 元治元 御手懸を廃止し、民窯になる

1866 慶應２ 三年にして廃す。治三郎あきらめず、福部村海士の土を用いて楽焼を行う

浜坂焼後期（伊賀・信楽系陶器・石州系陶器）

1896 明治 18「日本窯業史総説第五巻」に記載あり
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育委員会 2004）、浦富焼（鳥取陶磁器研究会 2012）な
どの生産遺跡の調査報告が行われ、消費遺跡では浜坂
焼のほか、因久山焼、吉成焼、浦富焼、牛ノ戸焼、曳
田焼、浦富焼、八上焼1）をはじめとする在地窯の製品
が確認された。
　そこでウツロ谷の窯跡の調査で出土した遺物、具体
的には窯体内のほぼ全点と、それを補完する物原出土
遺物の実測図を作成・掲載（縮尺：製品：1/4・窯道
具 1/5）し、文献資料も併せ、若干の考察も含めて報
告することにした。
　なお、今回の調査で、ウツロ谷の窯跡は鳥取東部に
存在した ｢浜坂焼｣ に一致すると確認できたため、以
下浜坂焼の「ウツロ谷窯」として記述する。
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第 3図　ウツロ谷 1・2号窯（三谷 1982 から転載）
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第 1図　浜坂窯位置図（1/25,000）国土地理院発行から一部転載して作図

第 2図　周辺地形図（1/10,000）
              鳥取市教育委員会 1994 から
               一部転載して作図・上が北

ウツロ谷の窯跡
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第 4図　ウツロ谷 1号窯出土陶器（1）
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